
開 催 日

場 所 参議院第二別館東棟４階　東401会議室

審査対象期間

抽　出　案　件

契 約 件 名 国会審議テレビ中継設備改修工事（１３）

契約相手方
ﾊﾟﾅｿﾆｯｸｼｽﾃﾑﾈｯﾄﾜｰｸｽ(株)
ｼｽﾃﾑｿﾘｭｰｼｮﾝｽﾞｼﾞｬﾊﾟﾝｶﾝﾊﾟﾆｰ

契 約 金 額 １２１，８００，０００円

契約締結日 平成25年７月５日

契 約 件 名 参議院議員医務室薬品購入

契約相手方 (株)スズケン

契 約 金 額 ７，４１３，０００円

契約締結日 平成25年４月９日

契 約 件 名
普通乗用自動車（ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車）１輛交換契約による
購入

契約相手方 東京ﾄﾖﾍﾟｯﾄ(株)

契 約 金 額 １０，６７０，９３５円

契約締結日 平成25年４月１日

契 約 件 名 本館議員控室照明設備改修その他工事（１３）

契約相手方 三菱電機ﾋﾞﾙﾃｸﾉｻｰﾋﾞｽ(株)　東京支店

契 約 金 額 ６９，５１０，０００円

契約締結日 平成25年７月１日

回　　答

別紙のとおり

 委員会による意見
 の具申又は勧告
 の内容

３件

1件

なし

参議院契約監視委員会定例会議議事概要

委 　員

　委員からの意見・
　質問、それに対
　する回答等

平成25年10月７日(月)

意見・質問

別紙のとおり

 　 木下　哲（公認会計士）

 　平成25年４月１日～平成25年７月31日

4件

委 　員 　　阿部　哲（株式会社アイセイ薬局　社外監査役）

一般競争入札

随意契約

　参議院契約監視委員会設置要綱（平成20年３月６日事務総長決定）第４条第３項の規定に基づき、阿部委員が委
員長の職を代理した。

出席委員氏名



(別　紙）　

回　　　　答

　チャンネル数と同数の15の副調整室を順次更新
しているところであるが、現在ハイビジョン放送
６チャンネル、デジタル放送８チャンネル、アナ
ログ放送１チャンネルと仕様が混在している状況
である。将来的には全てハイビジョン化すること
を目指している。
　１年に２チャンネルの更新をめどとして計画を
立てており、当契約に該当する工事は、アナログ
放送1チャンネルをデジタル化し、デジタル放送
１チャンネルをハイビジョン化するものである。

　各機器の耐用年数は、６年～８年というのが一
般的な考え方であると承知している。本院では８
年周期を目標としつつ、10年経過後に改修してい
るのが現状である。

　

意　見　・　質　問

１．報告事項

 ① 国会審議テレビ中継設備全体の中で順次
　機器を更新しているとのことだが、大枠の
　スケジュールはどのようなものか。

 Ａ 国会審議テレビ中継設備改修工事
　（１３）
　  一般競争入札（総合評価落札方式）
 　 [工事]

　　　指名停止の運用状況について

　　　談合状況への対応状況について

　　　　該当なし

　　　　意見なし

 ② 各機器の改修は何年毎に行っているの
　か。

２．抽出事案の審議

　　　　意見なし

　　　入札及び契約手続きの運用状況
　　　について

 Ｂ 本館議員控室照明設備改修その他工事
　（１３）
　　随意契約（不落・不調随意契約）[工事]
　



　本館の議員控室は全40室あり、そのほか正副議
長室、議員会議室、事務総長室等において、経年
により劣化した照明器具を平成26年度までの３か
年で順次改修する事業である。
　平成24年度は、主に本館３階議員控室について
実施した。今年度は、主に本館２階議員控室を、
平成26年度は、正副議長室及び事務総長室等を行
う計画となっている。

　本工事の改修場所は、国会内の執務室等の工事
であり、執務に必要な環境を整えながらの工事と
なるため、競争参加資格要件に、同種工事の実績
や同種工事の経験を有する監理技術者を専任で配
置することを求めている。また、現場工事の条件
として一部更新作業の休日施工を求めており、照
明器具の製作を含む工事内容となっている。
　入札説明書の配付業者数は６者であったが、う
ち５者から辞退する旨の申し出があった。
　辞退理由を聞き取り調査した結果は、競争参加
資格要件で求めている同種工事の実績を満たして
いない、時期的に技術者の確保が困難、器具の製
作を含む工事は自社では難しいとのことであっ
た。
　これらの要件及び工事内容から、一者応募に
至ったものと思われる。

　平成24年度までは業者の見積り合わせにより、
品目ごとに契約を締結してきたが、調達金額が大
きくなってきたこともあり、公共調達の適正化の
観点から試行的に移行した。大幅に単価が下がっ
たとは言えないが、数年かけてその効果を検証し
たい。

　議員に応じて使用する薬品も異なってくるが、
過去の実績も勘案して薬品を選定し、数量を予測
している。

　来年度の品目及び予定数量については、医務室
の意見を聞くとともに今年度の実績の動向を見な
がら柔軟に検討し、妥当な予定数量を設定できる
よう努めていきたい。

 ② 一者応札、一者応募となった原因は何
　か。

 ① 平成25年度から一般競争入札へ移行した
　理由は何か。そのことによる効果はあった
　のか。

 C 参議院議員医務室薬品購入
　 一般競争入札（最低価格落札方式）
 　 [購入]

 ① 本事案は平成24年度に引き続き実施され
　ている工事とのことであるが、全体の計画
　はどのようになっているのか。

 ② 予定数量の設定はどのように算定したの
　か。

 ③ 年度途中のため、最終的な実績は現時点
　では不明だと思うが、来年度の予定数量の
　見積方法については見直しをする予定はあ
　るか。



　国及び独立行政法人等における温室効果ガス等
の排出の削減に配慮した契約の推進に関する基本
方針（平成25年２月５日変更閣議決定）により、
自動車の購入契約は、購入価格及び環境性能（燃
費）の両面から評価し、契約を締結すると定めら
れているため、最低価格のみをもって落札するこ
とはできない。

　環境性能に対する得点は、環境物品等の調達の
推進に関する基本方針（平成25年２月５日変更閣
議決定）の判断の基準に適合していれば標準点
100点を付与し、さらに燃費の優劣で加算点を定
めて算出している。
　車高、室内空間、車幅等の仕様を満たす車種は
１車種だけだったため、３者とも同車種を想定し
ている。その結果、３者とも加算点は満点とな
り、実質的には入札価格の低い者が落札する結果
となった。

 ② 総合評価の環境性能に対する得点が３者
　とも満点なのはなぜか。

 ①　最低価格落札方式でなく、総合評価落
　札方式の理由は何か。

 D 普通乗用自動車（ハイブリッド車）１輛
　交換契約による購入
　 一般競争入札（総合評価落札方式）
　　[購入]


